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総務省「平成23年通信利用動向調査」

インターネットの利用者数及び人口普及率の推移

IT技術の発展

金融界でも
ネットを介した
投資が活発に

クラウドファンド
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寄付型

なし

ネットを介して
一口の投資額を少額におさえて、
大多数の人からお金を集める

クラウドファンド
とは

クラウドファンディング概要

購入型

安価な商品

投資型

貨幣
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世界のクラウドファンディング市場動向

２０１２年
米国において、
クラウドファンディング法が成立

スタートアップ企業やスモールビジネスの
有効的な資金調達手段

世界では

約2,800億円

1,240億円

日本のベンチャーキャピタル投
資額全体の金額（2011年）
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寄付型
なし

購入型

安価な商品

投資型

貨幣

•一回きりの支援継続性

•リターンに流動性がない流動性

•金銭リターンによるインセンティブが働かな
い。実利性

日本のクラウドファンディング市場が
抱える問題点

購入型が主流
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購入型 投資型

マーケット
なし

現在のマトリックス

非活発
急成長

日本 アメリカ
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解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題

①継続的な支援が可能である

②リターンが流動的である

③金銭的なインセンティブが

はたらく

満
た
す
べ
き
要
件

購入型でありながら、リターンを流動的に
かつ金銭的なインセンティブを加える
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ポイント

アイデア

Mentor

クラウドファンド

Breakthrough

ウェブストア
貨幣
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①企画 ①企画

既存の
クラウドファンド企画者

投資家

②共感
②共感

③成立
③不成立

既存の購入型クラウドファンド
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寄付に近い



④利付ポイント

⑥ポイント
や現金

現金のみ

一般ユーザー

①企画 ①企画

Mentorイノベイター
（企画者）

シンパシスト
（投資者）

②共感②共感

③成立③不成立

⑤出店

継続性

実利性

流動性 選択肢

貨幣の役割

13

ポイントリターン型クラウドファンド

企画 企画

企画 企画

Breakthrough
ウェブストア



当ファンド概要

14



当システムによるメリット

ポイントによる購買(シンパシスト)流動性

• リターンがポイント

• 実際に「Breakthrough」内で好きなものを選択し、購入

商品を売り出す場を与えられる(イノベイター)継続性

• ウェブストアを併設

• 結果、継続的に商品を売り出すことができる

全体の投資額の上昇(社会全体）実利性

• 「Breakthrough」内でのポイント購入待遇制度

• 利付のポイントリターン
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購入型 投資型

マーケット
なし

マーケット
付き

Mentor

今後の予測マトリックス

非活発

投資金額・
投資人数上昇

急成長
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当システムのメリットを享受するには

検証する必要
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実証分析

潜在的なニーズ

アンケートによって
数値化・実証可能

A

B

C

目指すべき目標・姿
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実証分析～検証と予測～

検証・予測内容

新たに
東京理科大学生を中心に10代から60代までの男女
101名にアンケートを行った。

1) 新たな投資家の獲得

2) 一人当たりの投資額の増加

3) 購入意欲の増加する商品数

4) 当ファンドの潜在的な利用者像

実際に投資金額が上昇するか

当システムの目指すべき姿
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実証分析～検証と予測～ アンケート内容
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実証分析～検証と予測～
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アンケート内容



Q1 新たに投資家を
獲得可能か？

実証分析～検証1～
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24

投資家の増加



実証分析～検証２～

Q２ 一人あたりの投資額
は上昇するか？
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２）一人当たり投資額の上昇
の検証

一人当たり
約1861円増加!
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平均投資額

4455.45円
平均投資額

6316.82円



実証分析～検証１,２の結論～

Q1 新たに投資家を獲得可能か？

Q2 一人あたりの投資額は上昇する
か？

新たに投資を行うとした人数も増え,
一人あたりの投資額も上昇した。

実利的なインセンティブが働く
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実証分析～検証３当システムが機能するためには～

Q３ 消費者の購買意欲の
増加する商品数は？
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3)購入意欲の増加する商品数の予測

y=9.5x+8.6667

y=22x+8.6667

（人）

商品数
(個）

少なくとも100品
揃えると購買意欲

が上がる

予測

商品数が70から100

傾き増加
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実証分析～予測として～

Q4 予測されるニーズは？
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消費者属性に関するアンケート
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Keywordは
安心性,低価格,愛用性，高機能



予想されるニーズと目指すべき姿

ユニークなだけでなく

実用性に富んだ商品・企画のラインナップ

最低でも100品以上の品揃え

見た目にも気を配った商品や
イノベイターのアイデアによって機能性の高まった商品

導かれるニーズ

私たちの予測する当システム
の目指すべき姿

目標 機能する32



当システムによるメリット

ポイントによる購買(シンパシスト)流動性

• リターンがポイント

• 実際に「Breakthrough」内で好きなものを選択し、購入

商品を売り出す場を与えられる(イノベイター)継続性

• ウェブストアを併設

• 結果、継続的に商品を売り出すことができる

全体の投資額の上昇(社会全体）実利性

• 「Breakthrough」内でのポイント購入待遇制度

• 利付のポイントリターン
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課題

現
在

日本国内で
クラウドファンディング推進への動き

金融審議会での議論も開始

来年の通常国会に
金融商品取引法
改正案提出予定
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購入型 投資型

マーケット
なし

マーケット
付き

将来、法整備が
行われた場合

今後の予測マトリックス

非活発

投資金額・
投資人数上昇

双方のシナジー
（予測）

急成長
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発展要素として

ポイントを変動制へ

人気の
企画

不人気の
企画

リターンのポイントが減る

リターンのポイントが増加する

市場メカニズム
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発展要素として

ポイントを変動制へ

二、三番目に魅力的な企画への
投資のインセンティブが上がる

人気のある企画よりも
人気の少ない企画に

配当リターンが
大きい

とあるシンパシスト
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発展要素として

市場全体の
投資額が上がる

・人気のある企画に投資が
集中しない

・より幅広い趣向をもった
ユーザーが市場に参加する
可能性

イノベイター(企画者)
側

・配当リターンが増えるという
インセンティブ

・購入時の選択肢が増える。

シンパシスト(投資家)
側
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当ファンド概要
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利付ポイント

まとめ

金融市場

Mentor

マーケット

Break-
through

新たな投資手段

日本経済の発展

貨幣
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項目 概要

リターン 還元形態に応じた、利付のポイント

資金調達

成立条件
ベンチャー型 All or Nothing

当ファンドの
収益

資金調達が成立した金額の20%を手数料として徴収

「Mentor」の詳しい仕組み
参考資料
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ポイント還元形態

参考資料
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「Breakthrough」の詳しい仕組み

参考資料
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ホームページ図 ①

参考資料
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ホームページ図 ②

参考資料
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変動制の式～案として～
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参考資料

R ： 利率
ｔ : 企画の目標投資金額が達成するまでの期間
μ : tの全体の平均
M : 募集金額
m : 募集金額超過分
ρi : 投資金額（i）に応じた変数

（if i = 500～5000 … 0
i = 10000 … 0.1
i = 20000 … 0.15
i = 30000 … 0.2
i = 50000 … 0.3 ）

例えば、
ある企画に10000円を投資し

（ρ= 0.1

その企画が人気であるため、
金額達成期間が30日 (=t

全体の達成平均期間が60日 (=μ

その募集金額が500000円(=M
超過分が500000円(=m

となった場合
R=0.5*((30/60)+(500000/(
500000+500000)))*0.1=

0.05


